
シンガポールでのコロナ禍における規制強化とオンラインでの取り組み 

 

コロナの感染拡大と規制の強化 

 シンガポールでも日本同様、英国型、インド型、南アフリカ型、ブラジル型など様々

な変異株が確認されているほか、中央部にある病院やチャンギ空港でクラスターが発

生するなど市中感染者が増えていることから、シンガポール政府は 5月 4日、同月 8

日、同月 16日と矢継ぎ早に新型コロナウイルスの感染防止対策を強化し、規制レベル

がフェーズ３からフェーズ２に戻りました。 

 具体的には、日常生活において可能な限りステイホームを徹底し、在宅勤務が可能な

従業員は原則在宅勤務（4月 5日から出社人数制限を 50％→75%に緩和したが、5月 8

日に 75％→50％に変更、16日から更に厳格化、職場での集まりは禁止）となったほ

か、人の集まりは 2人まで（5月 8日に最大 8人→5人に引き下げ、16日から更に縮

小）、さらに飲食店での店内飲食が禁止され、テイクアウトもしくはデリバリーのみ

可能となりました。規制強化初日の 5月 16 日（日）、ホーカーセンターではテーブル

に規制線が張られ、昼食時間にはセーフディスタンスを保ちながらテイクアウトの列

ができていました。 

 このほか、ショッピングモール等の商業施設については、これまで 10平方メートル

当たり 1人までという入場規制を実施していましたが、今後は 16平方メートル当たり

1人へと規制強化され、大規模なスポーツ大会の開催は禁止。結婚式は上限 100 人ま

でで 50人超が出席する場合は、参加者全員が事前のコロナ検査を受ける必要がありま

す。 

 同時に入国規制も強化され、オーストラリア、ニュージーランド、ブルネイ、中

国、香港、マカオ以外の高リスク国からの入国は、少なくとも７月５日まで停止とな

り、発表前に入国が認められていた新規ビザ取得者についても、入国日程が再調整と

なりました。 

シンガポール政府は「今後２週間の状況を勘案し、さらなる規制が必要かどうか判断

する」と発表しております。一方で隣国マレーシアでは、感染者が急増したことから



5 月 12 日から 6 月 7日までの間、３回目のロックダウンを実施しており、今度の動向

を注視していきたいと考えております。 
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飲食ができなくなったホーカーセンター（テイクアウト、デリバリーのみ） 

  



Facebook Live commerce の初開催について 

 外出が難しい中でも石川県産品をより安全に継続購入できる環境を作るためシンガポ

ールの大手インターネット販売サイト LAZADA(ラザダ)内に「Ishikawa Japan Shop」

を開設し、ECサイトでの販売強化に取り組んでおり、今年度は一年を通じて石川県産

品を消費者のもとへお届けしたいと考えているところです。一方、ECでは多くの企業

が多種多彩な商品を販売しているため、せっかくの石川の素晴らしい商品が消費者に

伝わりにくいことが懸念されます。 

こうしたことから、ECサイトで販売する石川県産品を一人でも多くの方に知っていた

だくため、ローカル企業と連携し、Facebook Live commerce を初開催しました。 

Facebook Live commerce とは、Facebook 上で商品を生中継で紹介し、消費者はそれを

見ながら商品を購入できるという通販形態です。つまり、テレビショッピングに対話

機能を追加したようなもので、視聴者はリアルタイムで出品者・販売者に対して質問

やコメントをしながらショッピングができます。 

 ライブコマースの特徴として、コメント欄での、「買います！」「ありがとうござい

ます！」といったようなライブ感のあるコミュニケーションが購買意欲を向上させる

ほか、コミュニケーションを通じて商品を深く理解できることや、画像だけではわか

らない点を質問することで疑問や不安を解消でき、安心感を得られることも重要なポ

イントとなっています。そこで、初回である今回は、ECサイト販売商品の中から、

Live commerce 運営会社がセレクトした石川県の日本酒や健康食品・飲料、九谷焼な

どを販売しました。 

これまでは消費者向け（BtoC）に PR・販売するには、 アンテナショップや催事等

で、買い物客を対象に試食販売・PRをする方法が一般的でした。しかし、新型コロナ

ウイルスの影響が長期化し、試食販売は政府の方針により禁止。大型イベント等の開

催が困難な状況が続いていましたが、SNS を駆使して日本の食材を紹介・直販するな

ど、こうした新たな取り組みを通じて石川県産品を一人でも多くの方に届けることが

できるよう知恵を絞って取り組んでまいりたいと考えております。 
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